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和歌山市立和歌浦小学校

熱き二学期に！！

学校長 福田 佳武

今年の夏は、連日の熱暑に日本列島が干上がってしまうほどでした。あついと言え

ば、４年に一度開かれるスポーツの祭典、オリンピックにも熱くなった夏でした。日

本の選手の獲得メダル数や選手個々の活躍に日本中が一喜一憂したものです。

スポーツ選手はこのオリンピックに向け４年間の激しいトレーニングやプレッシャ

ーに打ち克ち、晴れの舞台に臨むものです。その日に最高の状態で最高の力を出し切

れれば良いのですが、そうでない場合だってあります。女子重量挙げで銅メダルを獲

得した三宅宏実選手は慢性的な腰痛に耐え、逆転でメダルを獲得できました。当人は

金メダルをめざしていたのですが、万全でない体調の中、持てる力を最大限発揮でき

たことに感動を覚えます。

話は変わりますが、私が中学生のころに札幌オリンピックがありました。スキージ

ャンプ７０ｍ級では日本の３選手が金・銀・銅のメダルを独占したことが最大の話題

になったのですが、その表彰式の際、この競技で４位になったノルウェーのインゴル

フ・モルク選手が、なんと優勝した笠谷選手を肩車して優勝を祝したのです。普通な

ら、メダルをとれなかった悔しさに表彰式も観たくない心境になるのですが、ライバ

ルを讃える姿に中学生の私には信じられない光景でした “ （良。 ”good winner good looser
き勝者 良き敗者）という言葉があります。日本では「勝ったものは負けたものの気

持ちを考えて行動しろ」という教えがありますが 「良き敗者になろう」という意識、

がまだまだ薄いように思います。

翻って、わが和歌浦小学校ではどうでしょうか。２学期には、運動会、マラソン大

会等体育行事が行われます。学級や学年でも球技大会等も計画されているかもしれま

せん。勝つために最善の努力をしましょう。そして、自分のベストを尽くせるように

しましょう。でも、競技が終わったら友達のがんばりを讃え合えるようになって欲し

いものです。

和歌浦小学校でもリオデジャネイロに負けない熱き感動が数多く生まれることを期

待しています。

「 早ね 早おき 朝ごはん」の習慣を！
「早ね早おき」は、一日の生活リズムの基本となります。

生活リズムが整えば、さわやかに目がさめ、朝食もしっかりとることが

できます 「眠る・起きる」は健康な生活リズムづくりの第一歩です。。

すぐに運動会の練習も始まります。熱中症を予防するためにもしっか

り朝食を取り、バランス良く栄養分を摂取することが大切です。

和歌浦だより




